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研究成果の概要（和文）：閉塞性睡眠時無呼吸症（OSA）は寝ている時に無呼吸や低呼吸を生じる病気です。こ
の病気が睡眠時の短期血圧変動に及ぼす影響および口腔内装置による影響を本研究では解明することを試みまし
た。
現在OSAの重症度はポリソムノグラフィー（PSG）で診断され、一晩に20個以上のセンサーを装着します。これら
のセンサーは患者を煩わせることが多く、患者の睡眠やOSAに影響を及ぼす可能性があります。本研究の過程
で、患者のいびき音を分析してOSAの重症度を検出する方法を検討しました。今回同定したいびき音の特徴は、
OSAの重症度を判定する可能性を秘めていました。この結果は論文として広く公開することができました。

研究成果の概要（英文）：Obstructive sleep apnea (OSA) is a disease that causes apnea or hypopnea 
when you sleep. This study attempted to elucidate the effect of this disease on short-term blood 
pressure fluctuations during sleep and the effect of oral appliances. Currently, the severity of OSA
 is diagnosed by polysomnography (PSG), which involves wearing more than 20 sensors per night. These
 sensors often bother the patient and can affect the patient's sleep and OSA.
In the course of this study, we examined a method to detect the severity of OSA by analyzing the 
snoring sounds of patients.The features of the snoring sound identified in this study had the 
potential to determine the severity of OSA.
The results could be widely published as a paper.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
閉塞性睡眠時無呼吸症は心筋梗塞・脳梗塞・高血圧症など心血管系の病気をはじめ様々な病気のリスク要因で
す。しかし検査の費用や手間がかかることから発見が遅れたり未治療のまま過ごしてしまうことがあります。
本研究の結果により多くの患者や未治療の方を発見することで、これらの病気の誘因となる睡眠時無呼吸症の治
療をさらに一歩進めることができます。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 

高齢者、高血圧症患者,糖尿病患者において夜間の短期血圧変動は昼間よりも明らかな心血 

管系イベント、死亡率のリスク要因であると報告されている。このため閉塞性睡眠時無呼吸 

症（Obstructive Sleep Apnea; OSA）は夜間の短期血圧変動を誘発することで心血管系イ 

ベントのリスク要因である可能性がある。 

 

 

 

２．研究の目的 

現在閉塞性睡眠時無呼吸症候群（OSA）の重症度はポリソムノグラフィー（PSG）で診断され、
その間、患者は一晩に 20個以上の生理学的センサーでモニターされる。これらのセンサーは患
者を煩わせることが多く、患者の睡眠や OSAに影響を及ぼす可能性がある。 

本研究の過程で、患者のいびき音を分析して OSAの重症度を検出する方法を検討することを目
的とした。 

 

３．研究の方法 

患者のベッドサイドに設置したマイクを用いて、22名の参加者のいびきと呼吸音を、PSG を同
時に受けながら記録した。いびきと呼吸音からいくつかの特徴量を調べ、いびきエピソードの前
の 1 時間の間に無呼吸と低呼吸が起こった回数として定義されたいびき特異的無呼吸・低呼吸
指数（ssAHI）との相関を調べた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
４．研究成果 
統計解析の結果、ssAHI はメル周波数ケプストラム係数（MFCC）および音量情報（VI）と正
の相関があることが明らかになった。クラスタリングの結果、軽症いびき音エピソードと軽度
OSA 患者のいびき音エピソードは主にクラスター1 に分類された。クラスタリングの結果、重
症いびき音エピソードと重度 OSA 患者からのいびき音エピソードは主にクラスター2 に分類さ
れた。 

 

 

 
今回同定したいびき音の特徴は、OSAの重症度を判定する可能性を秘めていた。 

この結果は COVID-19 の世界的影響により本年度末には間に合わなかったが、令和 2年 4月に
論文として広く公開することができた。 

今後本研究結果を基にして OSAの睡眠時の短期血圧変動に及ぼす影響をより詳しく解明し、そ
の成果を社会に還元していきたい。 
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